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京都市久我の杜児童館 評価結果報告 

 

≪Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織≫ 

Ⅰ-1 理念・基本方針 

【評価項目】 Ⅰ－１－（１）理念、基本方針が確立・周知されている。 

   Ⅰ-１-（１）-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 

標準項目 評価 

1 法人（児童館）に、児童の権利に関する条約（平成６年条約第２号）に掲げられた精神及び児童福祉法

（昭和２２年法律第１６４号）の理念に基づいた明確な理念、基本方針がある。 
〇 

２ 理念、基本方針が法人（児童館）内の文書や広報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記載されている。 〇 

３ 理念や基本方針は、会議や研修会での説明、会議での協議等をもって、職員への周知が図られている。 〇 

４ 理念や基本方針は、わかりやすく説明した資料を作成するなどの工夫がなされ、利用者や運営協議会、利

用者の組織等への周知が図られている。 
〇 

【評価項目】 Ⅰ－１－（１）について 
講評 

こどもを主体とした児童館運営を表明し、パンフレットやホームページで周知を図っています 

① 法人が運営する児童館は、京都市が策定した「京都市児童館活動指針」を意識しながら活動しています。また、法

人の主任児童厚生員会がまとめた「子どもの権利を尊重するための私たち児童館職員の心構え」に基づき、子ど

もの最善の利益を最優先に考慮し、健全な育成を目指すことを表明しています。 

② 法人のパンフレットやホームページでは、「児童を『主体』として受けとめ、その尊厳を保ちながら健やかな成長を願

って児童館を運営する」ことを表明しています。この内容は、前述の「心構え」にも記載されています。また、ホームペ

ージには各児童館の館長の言葉が掲載されており、それぞれの児童館の運営方針などを示しています。さらに、各

館ではこどもたちに分かりやすい運営目標を設定し、館内に掲示したり、児童館だよりに掲載したりすることで、利

用者や職員がいつでも確認できるようにしています。 

③ 「子どもの権利を尊重するための私たち児童館職員の心構え」については、毎年職員研修で取り上げ、全ての職

員が振り返る機会を設けています。また、各館の職員会議などでも、随時振り返る機会を設けるようになっていま

す。 

 

Ⅰ-2 経営状況の把握 

【評価項目】 Ⅰ-２-（１） 経営環境の変化等に適切に対応している。 

   Ⅰ-２-（１）-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。 

標準項目 評価 

1 社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し分析している。 〇 

2 地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把握し分析している。 〇 

3 利用者数・利用者像等、児童館活動へのニーズ、潜在的利用者に関するデータを収集するなど、法人（児

童館）が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分析している。 
〇 
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4 定期的に児童館のコスト分析や児童館利用者の推移、利用率等の分析を行っている。 〇 

  

Ⅰ-2-(1)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 

1 経営環境や実施する児童館活動の内容、組織体制や設備の整備、職員体制、人材育成、財務状況等の現

状分析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らかにしている。 
〇 

2 経営状況や改善すべき課題について、役員（理事・監事等）間での共有がなされている。 〇 

3 経営状況や改善すべき課題について、職員に周知している。 〇 

4 経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組が進められている。 〇 

【評価項目】Ⅰ-２-（１）について 

講評 

法人本部を中心に福祉に関わる情報収集と課題の検討を行い、施設長会で共有、職員への周知を図っ
ています 

① 法人本部では、国や自治体等の福祉行政の動向を注視し、自治体の児童館所管課などから情報収集を行ってい

ます。その上で、運営する各児童館からも運営や地域の状況を吸い上げて現状を検証し、毎年度の事業計画・報

告の策定や日々の運営に反映させています。また、日常的にメディアを通じて情報を収集し、社会情勢に応じて適

切な対応を検討しています。 

② 各児童館の設置地域の動向は、市からの情報や各児童館が参画する地域のネットワーク会議などでの情報交換

を通して把握しています。 

③ 毎年法人統一の利用者満足度アンケートを実施してニーズを把握し、サービスの向上に努めています。また放課後

児童クラブは市の方針により希望者全員を受け入れるため、登録予定数の見込みを注視しながら児童館のコスト

と経営課題の分析を行っています。 

④ 国、自治体の動きや放課後児童クラブの登録児童数の増減見込みなど、施設の運営に関わる重要課題を踏まえ

て事業計画・予算を策定しています。これらは、理事会決定後に施設長会での報告を経て、各施設長から職員に周

知される仕組みになっています。 

 

Ⅰ-３ 事業計画の策定 

【評価項目】 Ⅰ-３-（１） 中・長期（3～5 年）的なビジョンと計画が明確にされている。 

Ⅰ-３-（１）-① 中・長期（3～5 年）的なビジョンを明確にした計画が策定されている。 

標準項目 評価 

1 中・長期（3～５年）計画において、理念や基本方針の実現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 〇 

２ 中・長期（3～５年）計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価を行え

る内容となっている。 
〇 

３ 中・長期（3～５年）計画は必要に応じて見直しを行っている。 － 

４ 中・長期（3～５年）計画は、児童館ガイドラインに示された、児童館の施設としての 6 つの基本特性並びに

3 つの特性を発揮させるような内容になっている。 
〇 

５ 中・長期（3～５年）計画は、子どもの福祉や地域の実情を十分に理解し、安定した財政基盤と運営体制を

有し、継続的・安定的に運営することを目指す内容となっている。 
〇 
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Ⅰ-３-(1)-② 中・長期（3～５年）計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 

標準項目 評価 

1 単年度の計画には、中・長期（3～５年）計画の内容を反映した単年度における事業内容が具体的に示され

ている。 
〇 

2 単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内容となっている。 〇 

３ 単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価を行える内

容となっている。 
〇 

【評価項目】Ⅰ-３-（１） について 

講評 

法人本部と児童館の中・長期計画の策定に取組んでいます 

① 保育園経営を含めた法人全体としての中・長期計画が策定されています。また、児童館ごとに中・長期計画を策定

しています。計画は、「京都市児童館活動指針」に基づき「活動内容」「保護者連携」「地域連携」を計画の項目の

柱とし、「環境整備」「人材育成」を加えて児童館運営の姿を示しています。法人の運営理念やそれに基づく各児

童館の運営方針、現状の課題検討と目指す目標、計画とを連動させることで、今後さらに具体的な運用を期待す

るところです。 

② 各館の中・長期計画は、前述の各項目について、５年後に目指す活動の状態を記入して明示する構成となっていま

す。今後、法人本部と各児童館との検討により、地域の実情を踏まえた上で、各年度の目標が記入されることを期

待します。 

③ 単年度の事業計画は、各館の運営基本方針を柱に、「事業計画」「施設メンテナンスおよび物品購入計画」「利用

者サービスの向上」「人材育成」など、８つの項目で構成されています。それぞれの項目について、当年度に実施す

る内容を記載し、これに向けて活動を行います。今後は、数値目標や具体的な成果を設定することで、実施状況を

適切に評価できる内容とすることが期待されます。 

    

【評価項目】 Ⅰ-３-（2） 事業計画が適切に策定されている。 

Ⅰ-３-（２）-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、 職員が理解している。 

標準項目 評価 

1 事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反映のもとで策定されている。 〇 

2 事業計画が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづいて評価されている。 〇 

3 評価の結果にもとづいて事業計画の見直しを行っている。 〇 

4 事業計画が、職員に周知（会議や研修会における説明等が）されており、理解を促すための取組を行って

いる。 
〇 

 

   Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。 

標準項目 評価 

1 事業計画の主な内容が、利用者等に周知（配布、掲示、説明等）されている。 〇 

２ 事業計画の主な内容を分かりやすく説明した資料を作成するなどの方法によって、利用者等がより理解し

やすいような工夫を行っている。 
〇 

３ 事業計画については、利用者等の参加を促す観点から周知、説明の工夫を行っている。 〇 

【評価項目】Ⅰ-３-（2） について 

講評 

事業計画は利用者、職員の意見を反映して各館で作成し、適宜見直しを行っています 
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① 毎年、施設長会で事業計画の策定期間が定められた後、各館の行事担当職員が行事計画を立案し、そ

れらを集約して事業計画が策定されます。法人本部は、年に 2 回、館長のヒアリングを行い、各館の実施

状況を確認するとともに、課題を共有し、次年度への改善に役立てています。 

② 日々の活動や行事のたびに職員間で振り返りを行い、反省点や改善点を抽出しています。また、利用者

満足度アンケートの回答や日々の活動で聞いた利用者の声を取り入れ、次年度の事業計画に反映させ

ています。計画変更が必要な場合は見直しを行い、変更が生じた際には利用者への周知を徹底していま

す。 

③ 毎月の行事やクラブ活動の予定は、「児童館だより」と「学童クラブだより」に掲載し、利用者にお知らせ

しています。これらのおたよりは、小学校や協力団体、関係機関に配布するほか、各館のホームページにも

最新号や館長からの挨拶を掲載し、利用を呼びかけています。また、ＳＮＳを活用した広報も取組みを進

めており、様々な世代と繋がるための手段を模索しています。 

 

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

【評価項目】Ⅰ-４-（１） 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

Ⅰ-４-（１）-① 児童館活動の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。 

標準項目 評価 

1 組織的に PDCA サイクルにもとづく児童館活動の質の向上に関する取組を実施している。 〇 

2 児童館活動の内容について組織的に評価（C：Check）を行う体制が整備されている。 〇 

3 定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回以上自己評価を行い、その結果を公表している。 〇 

4 評価を行う際には、利用者等の意見を取り入れるよう努めている。 〇 

５ 第三者評価を定期的に受審している。 〇 

６ 評価結果を分析・検討する場が、組織として位置づけられ実行されている。 〇 

 

   Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき組織として取組むべき課題を明確にし、計画的な 改善策を実施している。 

標準項目 評価 

1 評価結果を分析した結果やそれにもとづく課題が文書化されている。 〇 

2 職員間で課題の共有化が図られている。 〇 

3 評価結果から明確になった課題について、職員の参画のもとで改善策や改善計画を策定する仕組みがあ

る。 
〇 

4 評価結果にもとづく改善の取組を計画的に行っている。 〇 

【評価項目】Ⅰ-４-（１） について 

講評 

業務監査や第三者評価の結果導き出された課題を館長会で共有し、改善策を検討しています 

① 法人本部は定期的に業務監査を実施しています。各館長は、業務監査の前に業務監査チェックシートを用いて自

館の評価を行い、その後、法人本部とのヒアリングを通じて課題を共有しています。また、5 年ごとに第三者評価を

受け、その結果を法人のホームページで公表しています。このように、内外の仕組みを活用して業務課題の把握と

改善に努めています。 

② 「保育環境評価スケール」の放課後児童クラブ版を導入し、他館の活動や育成環境を調査・観察する取組を実施

しています。実施は、館長で構成される人材育成委員会を中心に、館長をはじめ、主任や児童厚生員が集まって行
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っています。現在は１年に 1 館のペースで実施して、実施された児童館の効果や今後の定着について検証している

ところです。 

③ 各児童館の業務監査結果や第三者評価の結果から導き出された課題、改善点、良かった点などは、定例館長会

で共有されます。その後、館長はこれらの情報を職員会議で職員に伝達する仕組みとなっています。こうして共有さ

れた情報は、各館の改善策の検討に役立てています。 
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≪Ⅱ 組織の運営管理≫ 

Ⅱ-１ 管理者（館長等）の責任とリーダーシップ 

【評価項目】 Ⅱ-１-（１）管理者の責任が明確にされている。 

   Ⅱ-1-（1）-① 管理者は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。 

標準項目 評価 

1 管理者は、自らの経営・管理に関する方針と取組を明確にしている。 〇 

2 管理者は、自らの役割と責任について、組織内の広報誌等に掲載し表明している。 〇 

3 管理者は、自らの役割と責任を含む職務分掌等について、文書化するとともに、会議や研修において表明し

周知が図られている。 
〇 

4 平常時のみならず、有事（災害、事故等）における管理者の役割と責任について、不在時の権限委任等を

含め明確化されている。 
〇 

 

Ⅱ-1-（1）-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。 

標準項目 評価 

1 管理者は、遵守すべき法令及び児童館ガイドラインに示されている児童館の社会的責任、職場倫理等を十

分に理解しており、利害関係者（取引事業者、行政関係者等）との適正な関係を保持している。 
〇 

2 管理者は、法令遵守の観点での経営に関する研修や勉強会に参加している。 〇 

3 管理者は、福祉分野に限らず幅広い分野について遵守すべき法令等を把握し、取組を行っている。 〇 

4 管理者は、職員に対して遵守すべき法令や児童館の社会的責任、職場倫理等を周知し、また遵守するため

の具体的な取組を行っている。 
〇 

５ 管理者は、事業の目的及び運営の方針、利用するこどもの把握、保護者との連絡、事故防止、非常災害対

策、こどもや保護者の人権への配慮、こどもの権利擁護、守秘義務、個人情報の管理等の重要事項に関す

る運営管理規程 を定め、その内容を職員に周知、遵守するための取組を行っている。 

〇 

【評価項目】 Ⅱ-１-（１） について 

講評 

館長はコンプライアンスやこどもの権利擁護の重要性を職員に浸透させる取組を進める役割を担ってい
ます 

① 各児童館の館長は、「京都市児童館活動指針」に掲げられた館長の役割や、法人の「施設運営管理規則」などの

諸規定に基づいて職務を果たすよう努めています。日々のミーティングや職員会議等で館長として指示、アドバイス

をしたり、各館の連携団体との窓口となるなど、役割を果たし、職員に周知するよう努めています。 

② 法人の管理職を対象に、ハラスメント防止やコンプライアンスに関する研修を実施しています。この研修は、弁護士

などの専門家を講師として招き、施設運営に必要な法令知識を深めて日々の運営に活かすことを目的としていま

す。また、職員の法令遵守を徹底し、働きやすい環境づくりに貢献するための取組でもあります。 

③ 法人本部は、「子どもの権利を尊重するための私たち児童館職員の心構え」を活用した職員研修会を開催し、法

人の理念である『児童を「主体」として受け止め、その尊厳を保ちながら健やかな成長を願って児童館を運営す

る』ことを実現するために、職員一人ひとりへの浸透と職員間の意識の統一を図っています。また、各児童館におい

ても、職員会議などを通じて職員が「心構え」を確認する機会を設けています。 
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【評価項目】Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。  

Ⅱ-1-（2）-① 児童館活動の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を発揮している。  

標準項目 評価 

1 管理者は、実施する児童館活動の質の現状について定期的、継続的に評価・分析を行っている。 〇 

2 管理者は、児童館活動の質に関する課題を把握し、改善のための具体的な取組を明示して指導力を発揮

している。 
〇 

3 管理者は、児童館活動の質の向上について組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的に

参画している。 
〇 

４ 管理者は、児童館活動の質の向上について、職員の意見を反映するための具体的な取組を行っている。 〇 

５ 管理者は、児童館活動の質の向上について、職員の教育・研修の充実を図っている。 〇 

 

Ⅱ-1-（2）-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮している。 

標準項目 評価 

1 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を行っている。 〇 

2 管理者は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に

取り組んでいる。 
〇 

3 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、組織内に同様の意識を形成するための取組を行

っている。 
〇 

４ 管理者は、経営の改善や業務の実効性を高めるために組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動

に積極的に参画している。 
〇 

【評価項目】Ⅱ-１-(２) について 

講評 

児童館の質の向上を目的とした研究会や委員会の設置、職員ヒアリングの実施など、組織的な体制が
整えられています 

① 児童館活動の質の向上を目指し、利用者満足度アンケートの実施や意見箱の設置を通じて、利用者の意見・要望

を把握しています。また、日々のミーティングや毎月の職員会議で、職員が利用者から聞いた声や職員自身の意見

を共有し、課題の改善に向けて検討する体制を整えています。 

② 職員の質の向上を目指し、児童厚生員研究会を設置しています。この研究会は、「子ども理解」「学童クラブ事業」

「児童館事業」「共生のまちづくり」の各部会に分かれ、全職員がいずれかの部会に所属して事例研究やグループ

討議を行っています。例えば「児童館事業部会」では、インターネットを活用した小学生、中・高校生世代用のアン

ケートフォームを作って「みんなの思う児童館とは」をテーマに意見を募り、こどもの意見表明の機会確保に取組み

ました。館長は、いずれかの部会に関わり、助言指導を行う役割を担っています。 

③ 年に 2 回、職員ヒアリングを実施し、児童館の運営や働く環境について職員から意見を聴取しています。また、保育

園を含む施設長を対象としたコンプライアンス研修を実施し、適正な児童館運営や職員との関わりに努めていま

す。館長を中心とした専門委員会を設置し、経営改善や業務改善に関する課題を検討しています。さらに、施設長

会では人材確保や育成に関する情報交換を行い、法人本部と連携して課題解決に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 



8 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

【評価項目】 Ⅱ-２-（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

   Ⅱ-２-（1）-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、 取組が実施されている。 

標準項目 評価 

1 必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方針が確立して

いる。 
〇 

2 児童館活動の提供に関わる専門職（「児童の遊びを指導する者」（以下、「児童厚生員」という。）の配置

等、必要な福祉人材や人員体制について具体的な計画がある。 
〇 

3 計画にもとづいた人材の確保や育成が実施されている。 〇 

４ 法人（児童館）は、様々な機会を活用して研修を実施し、職員の資質向上に努めている。 〇 

５ 研修が日常活動に生かされるように、職員全員がこどもの理解と課題を共有し対応を協議する機会を設け

ている。 
〇 

６ 法人（児童館）として、効果的な福祉人材確保（採用活動等）を実施している。 〇 

 

Ⅱ-２-（1）-② 総合的な人事管理が行われている。 

標準項目 評価 

1 法人（児童館）の理念・基本方針にもとづき「期待する職員像等」を明確にしている。 〇 

2 人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等に関する基準）が明確に定められ、職員等に周知されている。 〇 

3 一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を評価してい

る。 
〇 

４ 職員処遇の水準について、処遇改善の必要性等を評価・分析するための取組を行っている。 〇 

５ 把握した職員の意向・意見や評価・分析等にもとづき、改善策を検討・実施している。 〇 

６ 職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合的な仕組みづくりができている。 〇 

【評価項目】 Ⅱ-２-（１） について 

講評 

職員の確保と質の向上、定着を図るため、採用活動や研修等の企画・実施に力を注いでいます 

① 職員の採用に際しては、保育士、教員免許、社会福祉士などの専門資格を有し、こども支援に理解のある専門性

の高い人物を採用できるよう、児童館職員の仕事の魅力や待遇について、募集要項や児童館パンフレットに工夫

を凝らして表示しています。例えば、法人案内パンフレットやホームページでは、理事長の挨拶や「子どもの権利を

尊重するための私たち児童館職員の心構え」を掲載し、法人が目指す、こどもの健全育成に対する姿勢を示して

います。また、若手職員のインタビューを掲載するなど、よりリアルに仕事内容が伝わるよう工夫しています。さらに、

ミスマッチを防ぐために募集要項には処遇水準や勤務条件を詳しく明記しています。「児童館の役割ってすごい！！

んです」パンフレットは、児童館の役割と活動の様子、仕事としての魅力を伝えています。 

② 職員の資質向上と働きやすい環境づくりを整備することによる、より良い児童館運営を目指して、各児童館で年 2

回、館長による職員ヒアリングを実施しています。このヒアリングでは、職員の事前自己評価に加え、職場環境や職

員の心身の状態、生活状況、異動の希望などがヒアリング項目として設定されており、これに基づいてヒアリングを

行い、法人本部と情報を共有して人事管理の資料としています。今後は、アンケートの実施などによる入職後の若

手職員のフォローが課題であると考えています。 

③ 職員の資質向上を図るため、新規採用者、採用 2～3 年目の若手、4 年以上の職員を対象とした階層別研修を設

定しています。また、主任児童厚生員や館長それぞれの会を設け、情報共有と意見交換を行っています。さらに、児

童厚生員研究会では「子ども理解」「学童クラブ事業」「児童館事業」「共生のまちづくり」の各部会に、法人が運
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営するすべての児童館職員が所属し、それぞれの部会でテーマを持って研究・研修を行い、まとめの研究報告会も

実施して学びを共有し、深めています。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（2）職員の就業状況に配慮がなされている。 

Ⅱ-２-（2）-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。  

標準項目 評価 

1 職員の就業状況や意向の把握等にもとづく労務管理に関する責任体制を明確にしている。 〇 

2 職員の有給休暇の取得状況や時間外労働のデータを定期的に確認するなど、職員の就業状況を把握して

いる。 
〇 

3 職員の心身の健康と安全の確保に努め、その内容を職員に周知している。 〇 

４ 定期的に職員との個別面談の機会を設ける、職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、職員が相談

しやすいような組織内の工夫をしている。 
〇 

５ 職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利厚生を実施している。 〇 

６ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に配慮した取組を行っている。 〇 

７ 改善策については、福祉人材や人員体制に関する具体的な計画に反映し実行している。 〇 

８ 福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高める取組や働きやすい職場づくりに関する取組を行っ

ている。 
〇 

【評価項目】Ⅱ-２-（2）について 

講評 

適切な労務管理や各種休暇の充実を図るなど、長く働き続けられる職場環境づくりに努めています 

① 「施設運営管理規則」や「組織規程」などを定め、館長および職員の職務を明確にしています。館長は、職場環境

の整備、職員の健康と安全の確保、そして職員の就業状況等に関する労務管理の責務を担っています。 

② 育児休暇取得期間の延長やこどもの看護休暇の適用範囲の拡大など、職員のライフステージに応じた必要な休

暇の充実に努めることで、ワークライフバランスに配慮した働きやすい環境の実現に向けて、制度の運営・改善を進

めています。また、男性の育児休業取得率をさらに維持向上させるための取組を推進しています。 

③ 京都府が行っている「きょうと福祉人材育成認証制度」の認証を取得して、福祉事業所としての魅力の発信に努

めたり、児童厚生員研究会や児童館職員交流研修会などの他の児童館との交流機会を設けたりするなど、法人

の魅力アップや内容の充実に努めています。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（3）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

Ⅱ-２-（３）-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 

標準項目 評価 

1 職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが構築されている。 〇 

2 個別面接を行う等組織の目標や方針を徹底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひとりの目標が設定

されている。 
〇 

３ 職員一人ひとりが設定した目標について、中間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行われている。  〇 

４ 職員一人ひとりが設定した目標について、年度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標達成度の確認を

行っている。  
〇 

 

Ⅱ-２-（３）-② 職員の研修に関する基本方針や計画が策定され、研修が実施されている。 

標準項目 評価 

1 組織が目指す児童館活動を実施するために、研修に関する基本方針や計画の中に、「期待する職員像」を 〇 
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明示している。 

2 現在実施している児童館活動の内容や目標を踏まえて、研修に関する基本方針や計画の中に、組織が職

員に必要とされる専門技術や専門資格を明示している。 
〇 

3 研修が日常活動に生かされるように、職員全員がこどもの理解と課題を共有し対応を協議する機会を設け

ている。 
〇 

４ 策定された研修計画にもとづき、研修が実施されている。 〇 

５ 定期的に計画の評価と見直しを行っている。 〇 

６ 定期的に研修内容やカリキュラムの評価と見直しを行っている。 〇 

 

Ⅱ-２-（３）-③ 職員一人ひとりの研修の機会が確保されている。 

標準項目 評価 

1 個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等を把握している。 〇 

2 新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配慮した個別的な OJT が適切に行われている。 〇 

3 階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応

じた研修 を実施している。 
〇 

４ 外部研修に関する情報提供を適切に行うとともに、参加を勧奨している。 〇 

５ 職員一人ひとりが、研修の場に参加できるよう配慮している。 〇 

【評価項目】Ⅱ-２-（３）について 

講評 

多様な内容の研修を計画し、一人ひとりの職務や経験に応じた学びの機会をつくっています 

① 職員は毎年度自己評価票に該当年度の目標とそのために取組むことを記入して表明します。記入の際には、館長

との面談でアドバイスを受けながら目標を決定しています。年度末には、次年度の目標設定と働き方の改善に繋げ

ることを目的に再度面談で達成度を確認しています。 

② 法人が「期待する職員像」は、法人管下児童館共通で「子どもの権利を尊重するための私たち児童館職員の心構

え」に示されている４項目の行動表明に表れていると考えています。この「心構え」はリーフレットになっており、全職

員に配布・周知されています。また、ホームページにも掲載されており、誰もが内容を確認できるようになっていま

す。 

③ 階層別研修や主任児童厚生員会などが年間の研修計画に盛り込まれ、経験や職種別に研修を受けることができ

ます。また、所属する児童館以外の館で実務に携わる派遣研修、遊びを紹介しながら交流する交流研修、法人内

職員が全員所属する「児童厚生員研究会」の各部会で研究活動を行うなど、学びと発表・共有の機会がつくられ

ています。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（４）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

Ⅱ-２-（４）-① 実習生等の児童館活動に関わる専門職等の教育・育成について体制を 整備し、積極的な取組

をしている。 

標準項目 評価 

１ 実習生等の児童館活動に関わる専門職の教育・育成についてのマニュアルが整備されている。 〇 

２ 実習生については、学校側と、実習内容について連携してプログラムを整備するとともに、実習期間中にお

いても継続的な連携を維持していくための工夫を行っている。 
〇 
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【評価項目】Ⅱ-２-（４）について 

講評 

実習生を受け入れる際はマニュアルに沿って体制を整え、学校側と連携して取り組んでいます 

① 実習生受入れマニュアルを整備し、積極的に実習生を受入れる体制を整えています。また高校のインターンシップ

事業に協力し、職場体験を希望する生徒を受け入れている館もあります。実習期間中は学校とも連携し、学生・生

徒が多様な経験ができるよう配慮しています。 

② 実習の前には面談を行い、学校側の実習プログラムを確認し、学生と実習の目的を確認しています。実習中は、実

習生との反省会や担当の先生との情報交換を頻繁に行い、より良い実習になるよう工夫しています。  

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

【評価項目】 Ⅱ-３-（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

   Ⅱ-３-（1）-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。 

標準項目 評価 

1 ホームページ等の活用により、法人（児童館）の理念や基本方針、提供する活動の内容、事業計画、事業報

告、予算、決算情報が適切に公開されている。 
〇 

2 事業内容について自己評価を行い、その結果を公開するよう努めている。 〇 

3 児童館における地域の福祉向上のための取組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談の体制や内容

について公表している。 
〇 

４ 第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や内容にもとづく改善・対応の状況について公表している。 〇 

５ 法人（児童館）の理念、基本方針やビジョン等について、社会・地域に対して明示・説明し、法人（児童館）

の存在意義や役割を明確にするように努めている。 
〇 

６ 地域へ向けて、理念や基本方針、児童館で行っている活動等を説明した印刷物や広報誌等を配布してい

る。 
〇 

 

Ⅱ-３-（1）-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。 

標準項目 評価 

1 法人（児童館）における事務、経理、取引等に関するルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、職員等

に周知している。 
〇 

2 法人（児童館）における事務、経理、取引等について内部監査を実施するなど、定期的に確認されている。 〇 

3 法人（児童館）の事業、財務について、外部の専門家による監査支援等を実施している。 〇 

４ 外部の専門家による監査支援等の結果や指摘事項にもとづいて、経営改善を実施している。 〇 

【評価項目】 Ⅱ-３-（１） について 

講評 

法人や児童館の情報をホームページなどで公開するなど、透明性の高い運営を進めています 

① 法人ホームページで、理念や基本方針、提供する活動内容を公開しています。また、法人発行の「児童館紹介パン

フレット」を掲載し、児童館の活動内容を分かりやすく紹介しています。さらに、運営する各児童館の紹介ページで

は、活動報告や児童館だより、詳細な事業報告書および計算書類を確認することができます。 

② 法人ホームページに掲載された前年度の事業報告書から、実施事業の成果や課題を確認することができます。ま

た、指定管理者の選定が行われる 5 年ごとに、第三者評価を受審し、その結果をホームページで公開しています。
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さらに、各館の紹介ページでは、利用者満足度アンケートの集計結果と、それに対する館としての所感や改善の方

向性も公表しています。 

③ 各児童館の会計事務は法人本部が一括して担当し、各館の予算管理を行っています。法人本部では内部監査担

当者が選任され、各館会計も含めた法人全体の内部監査を実施しています。法人の児童館担当者も各館に足を

運び、施設の状態や利用者の状況を確認しています。また、会計監査法人による外部監査も受け、適正な経営に

努めています。外部監査の結果は定例館長会などで共有し、確実な改善に取組んでいます。 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

【評価項目】 Ⅱ-４-（１）地域との関係が適切に確保されている。 
   Ⅱ-４-（1）-① 利用者と地域との交流を広げるための取組を行っている。 

標準項目 評価 

1 地域との関わり方について基本的な考え方を文書化している。 〇 

2 活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の利用等で利用者に提供している。 〇 

3 利用者の個別的状況に配慮しつつ地域の行事や活動に参加する際、必要があれば職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 
〇 

４ 児童館や利用者への理解を得るために、地域の人々と利用者との交流の機会を定期的に設けている。 〇 

５ 個々の利用者のニーズに応じて、地域における社会資源を利用するよう推奨している。 〇 

６ 地域住民等が児童館を活用できるように働きかけることなどにより、児童館の周知を図るとともに、地域の

人材・組織等との連携・協力関係を築いている。 
〇 

 

Ⅱ-４-（1）-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。  

標準項目 評価 

1 ボランティア受入れに関する基本姿勢を明文化している。 〇 

2 地域の学校教育等への協力（職場体験、触れ合い授業等）について基本姿勢を明文化している。 〇 

3 ボランティア受入れについて、登録手続、ボランティアの配置、事前説明等に関する項目が記載されたマニ

ュアルを整備している。 
〇 

４ ボランティアに対して利用者との交流を図る視点等で必要な研修、支援を行っている。 〇 

【評価項目】 Ⅱ-４-（１） について 

講評 

地域との連携・協力関係を深め、こどもたちと地域住民がふれあう機会を設けています 

① 各児童館の地域との関わりに対する考え方は、「京都市児童館活動指針」に基づいています。法人本部が発行す

る児童館パンフレットでは、「共生のまちづくり」を掲げ、地域の方々との連携やまちづくりのための取組みを強調し

ています。これにより、地域と共に児童館を運営する姿勢を明確にし、利用者と地域住民の交流、ボランティアの受

け入れ・育成、地域との連携による事業などに取組んでいます。 

② 各館では、小学校や保育園、幼稚園、自治連合会、民生児童委員など、幅広い関係施設・団体とネットワークを構

築し、情報交換や相互の事業協力を行っています。また、各団体のおたよりや行事のチラシなどを館内に配架・掲

示し、来館者に情報を提供しています。こうした取組みも、地域が協力し合い、地域全体でこどもの健全育成を推

進する環境の醸成に繋がっています。 

③ 各児童館の「児童館まつり」などの行事は、地域の方々が参加したり、ボランティアとして協力していただいたりする
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ことで、こどもと子育て家庭、地域の方々との交流の場を作り、地域に児童館の活動を知っていただく機会となって

います。また、地域住民の特技を活かした各種講座の指導や、学生ボランティアサークルによるこどもとのふれあい

活動なども、利用者と地域のボランティアとの交流促進や児童館事業の充実に繋がっています。 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（２）関係機関との連携が確保されている。 

   Ⅱ-４-（２）-① 児童館として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。 

標準項目 評価 

1 当該地域の関係機関・団体について、個々の利用者の状況に対応できる社会資源を明示したリストや資料

を作成している。 
〇 

2 職員会議で説明するなど、職員間で情報の共有化が図られている。 〇 

3 関係機関・団体と定期的な連絡会等を行っている。 〇 

４ 地域の関係機関・団体の共通の問題に対して、解決に向けて協働して具体的な取組を行っている。 〇 

【評価項目】 Ⅱ-４-（２） について 

講評 

地域の関係施設・団体と連携し、子育て家庭支援や地域の福祉課題に対する取組を行っています 

① 児童館は、京都市が実施する地域子育て支援ステーション事業の、子育て関係の施設・団体や行政とのネットワー

クの中核を担っています。各館では、このネットワークの名簿を作成し、地域の諸機関との連携を念頭に置いて活動

しています。また、社会資源との関わりを「つながりマップ」として図式化し、児童館と社会資源との関係を容易に把

握できるようにすることで、職員間での情報共有に資するとともに、社会資源との繋がりの強化に役立てています。 

② ①のステーション事業では定期的にネットワーク構成団体の会議を開催しています。また、児童館運営協議会が設

置されている児童館では、子育て関係の施設や団体に限らず、地域の幅広い団体にメンバーとして参画していた

だき、地域のこどもの現状や福祉課題、児童館の運営について情報共有をしたり、意見をいただいたりする関係を

有しています。 

③ 上記①、②の社会資源との連携関係は、利用者からの相談や困りごとを内容に応じて適切な関係機関に橋渡しし

たり、地域のこどもに関する課題を共に解決したりする際に役立っています。 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（３）地域の福祉向上のための取組を行っている。 

   Ⅱ-４-（３）-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。 

標準項目 評価 

1 法人（児童館）が実施する事業や運営協議会の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種会合への参加、

地域住民との交流活動などを通じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に努めている。 
〇 

 

Ⅱ-４-（３）-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。   

標準項目 評価 

１ 把握した地域の福祉ニーズ等にもとづいた具体的な事業・活動を、計画等で明示している。 〇 

２ 多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみならず、地域コミュニティの活性化やまちづくりなどにも貢献し

ている。 
〇 

３ 法人（児童館）が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや専門的な情報を、地域に還元する取組を積

極的に行っている。 
〇 

４ 地域の防災対策や、被災時における福祉的な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のための備えや支

援の取組を行っている。 
〇 
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【評価項目】 Ⅱ-４-（３） について 

講評 

関係機関や団体と協働して、地域のこどもに関わるニーズの情報把握や対応に努めています 

① 地域の子育て支援ネットワーク会議や学校連絡協議会、児童館運営協議会など、児童館が連携する団体が

参加する各種会議に館長や主任児童厚生員が出席し、こどもや子育て環境の現状や課題、ニーズについて

情報交換を行う機会があります。 

② 地区社会福祉協議会や民生児童委員協議会などと協力し、高齢者とこどもの交流事業や子育てサロン、子

育て講座などの事業を開催するなど、各児童館設置地域の福祉課題やニーズに応じた活動も行っています。 

③ 法人本部では、児童館ごとに想定される災害や避難場所をリスト化した「災害リスク情報一覧」を作成してい

ます。また、「業務継続計画（BCP）」のひな型を提示し、それに基づいて各児童館が地域の状況に応じたＢＣ

Ｐを策定しています。BCP では、児童館を「子どもの生命および心身の安全を守るために必要不可欠な施設

であり、非常時においても継続的なサービスが求められる」施設と位置づけ、自然災害等の発生時を想定し、

日常訓練の内容や災害発生後の時間経過ごとの対応を明示し、地域の福祉施設として継続的な運営ができ

るように計画しています。今後はさらに、ＢＣＰを基に、災害を想定したシミュレーション訓練や備品の見直しな

ど具体的な行動に取組みたいと考えています。 
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≪Ⅲ 適切な福祉サービスの実施≫ 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス  

【評価項目】 Ⅲ-１-（１） 利用者を尊重する姿勢が明示されている。 

   Ⅲ-1-（1）-① 利用者を尊重した児童館活動について共通の理解をもつための取組を行っている。 

標準項目 評価 

1 理念や基本方針に、利用者を尊重した児童館活動の実施について明示し、職員が理解し実践するための

取組を行っている。 
〇 

2 利用者を尊重した児童館活動の提供に関する「倫理綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 
〇 

3 利用者を尊重した児童館活動の提供に関する基本姿勢が、個々の活動の標準的な実施方法等に反映さ

れている。 
〇 

4 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、組織で勉強会・研修を実施している。 〇 

５ 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、状況を把握する仕組みがあり、必要に応じて対応を図って

いる。 
〇 

 

Ⅲ-1-（1）-② 利用者のプライバシー保護に配慮した児童館活動が行われている。 

標準項目 評価 

1 利用者のプライバシー保護について、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記した規程・マ

ニュアル等が整備され、職員への研修によりその理解が図られている。 
〇 

2 規程・マニュアル等にもとづいて、こどもの利益に反しない限りにおいて、プライバシーに配慮した児童館活

動が実施されている。 
〇 

3 利用者にプライバシー保護に関する取組を周知している。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-１-（１） について 

 

利用者を尊重する姿勢を明文化し、職員の共通理解を図るため、研修などに取組んでいます 

① 法人のホームページや案内パンフレットには、『児童を「主体」として受けとめ、その尊厳を保ちつつ健やかに成長

されることを願って施設を運営する』と謳われています。また、児童館部門では、「子どもの権利を尊重するための

私たち児童館職員の心構え」を策定し、「子どもの最善の利益を第一に考える」ことを明記しています。この方針は

子どもの権利条約に基づき、４つの項目で利用者を主体とした支援の方向性を示しており、リーフレットとして全職

員に配布されています。 

② 毎年、前述の「心構え」をテーマとした研修を行い、職員が様々な角度からこどもの尊重や人権に配慮した児童館

運営について学び、確認する機会を設けています。 

③ 「プライバシー保護マニュアル」を策定し、職員が利用者や関係者への対応において配慮すべき事項を明確にして

います。また、利用者に対しては、「子どもの権利条約」や「心構え」の掲示を行ったり、こどもに人権について考える

機会を提供する取組みとして「自分を大事に思う気持ちを育む」「プライベートゾーン」などをテーマとしたお話会

を実施したりするなど、館ごとに人権の尊重を浸透するための取組を進めています。さらに、放課後児童クラブの保

護者説明会では、マニュアルの内容説明を通して、利用者を尊重する姿勢を明確に示しています。 
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【評価項目】 Ⅲ-１-（２） 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

   Ⅲ-1-（２）-① 利用希望者に対して児童館を利用するために必要な情報を積極的に提供している。 

標準項目 評価 

1 理念や基本方針、実施する児童館活動の内容や児童館の特性等を紹介した資料を、公共施設等の多くの

人が入手できる場所に置いている。 
〇 

2 組織を紹介する資料は、言葉遣いや写真・図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容にしている。 〇 

3 児童館の利用希望者については、個別にていねいな説明を実施している。 〇 

4 児童館で行われている事業等への見学、体験利用等の希望に対応している。 〇 

５ 利用希望者に対する情報提供について、適宜見直しを実施している。 〇 

 

Ⅲ-1-（２）-② 児童館活動の開始・変更にあたり利用者にわかりやすく説明している。 

標準項目 評価 

1 児童館活動の開始・変更時の活動の内容に関する説明と同意にあたっては、利用者の自己決定を尊重し

ている。 
〇 

2 児童館活動の開始・変更時には、利用者がわかりやすいように工夫した資料を用いて説明している。 〇 

3 説明にあたっては、利用者等が理解しやすいような工夫や配慮を行っている。 〇 

4 児童館活動の開始・変更時には、利用者等の同意を得たうえでその内容を書面で残している。 〇 

５ 配慮が必要な利用者への配慮についてルール化され、適正な説明、運用が図られている。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-１-（２） について 

講評 

利用希望者への丁寧な説明を心がけ、納得したうえで利用してもらうようにしています 

① 法人の理念や児童館の活動内容をホームページで紹介し、幅広い周知に努めています。また、毎月発行される児

童館だよりは、ホームページ上で更新されるほか、児童館前の掲示板に貼り出したり、関連機関等に配架したりす

るなど、様々な方の目に留まるよう努めています。 

② 各館では、児童館だよりや行事のお知らせを作成する際、個人情報やプライバシーに配慮し、読み手に合わせた写

真やイラストを多用して、楽しく手に取っていただけるよう工夫しています。また、児童館の運営方針や活動内容、利

用方法などを明示したパンフレットを作成している館もあります。 

③ 児童館に初めて来館した利用者には利用方法を説明し、環境になじめるまで職員が意識して見守ります。また、放

課後児童クラブは、登録説明会を実施して納得したうえで登録申請をしていただき、その後入会説明会や個人懇

談などを行って要望や不安に対するフォローに努めています。配慮が必要な児童については、個別に支援内容の

説明を行い、意向を確認したうえで登録申請をしてもらいます。 

 

【評価項目】 Ⅲ-１-（３） 利用者満足の向上に努めている。 

   Ⅲ-1-（３）-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。 

標準項目 評価 

1 利用者満足に関する調査が定期的に行われている。 〇 

２ 利用者満足を把握し、児童館活動の充実を図る目的で、運営協議会等を設置し、職員等が出席している。 〇 

３ 利用者満足に関する調査の担当者等の設置や、把握した結果を分析・検討するために、利用者参画のもと

で検討会議の設置等が行われている。 
〇 

４ 分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善を行っている。 〇 
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【評価項目】 Ⅲ-１-（３） について 

講評 

アンケートを通して定期的に利用者満足を把握し、事業の改善につなげています 

① 毎年、法人統一の利用者満足度アンケートを実施し、館ごとの比較や活動内容の検討に活用しています。また各館

でも活動ごとのアンケートを随時行い、意見や要望、ニーズの把握に努めています。 

② アンケート結果は、各児童館の職員間で検証し、事業改善に活用しています。また、改善内容はアンケートの集計結

果と共にホームページで公開しています。職員は児童館運営協議会に出席し、事業の方向性や計画について報告

し、各団体から意見をいただくとともに、活動への協力も依頼しています。 

③ 意見箱を設置し、自分からは声を上げにくいこどもたちの意見も把握できるよう取り組んでいます。意見箱に投函

された意見や質問に、館が回答を書いて掲示する館もあります。こどもが意見を表明する機会を保障する観点から

も、今後のさらなる充実と活用が期待されます。 

 

【評価項目】 Ⅲ-１-（４） 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

   Ⅲ-1-（４）-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 

標準項目 評価 

1 苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者の設置、第三者委員の設置や解決に向けた

手順の整理）が整備されている。 
〇 

2 苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した掲示物が掲示され、資料を利用者等に配布し説明している。 〇 

3 苦情記入カードの配布やアンケート(匿名)を実施するなど、利用者等が苦情を申し出しやすい工夫を行っ

ている。 
〇 

4 苦情内容については、受付と解決を図った記録が適切に保管されている。 〇 

５ 苦情内容に関する検討内容や対応策については、利用者等に必ずフィードバックしている。 〇 

６ 苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た利用者等に配慮したうえで、公表している。 〇 

７ 苦情相談内容にもとづき、児童館活動の質の向上に関わる取組が行われている 〇 

 

Ⅲ-1-（４）-② 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、利用者等に周知している。 

標準項目 評価 

1 利用者が相談したり意見を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べることをわかりやすく説明

した文書を作成している。 
〇 

2 利用者等に、その文書の配布やわかりやすい場所に掲示する等の取組を行っている。 〇 

3 相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保等の環境に配慮している。 〇 

 

Ⅲ-1-（４）-③ 利用者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。 

標準項目 評価 

1 職員は、日々の児童館活動において、利用者が相談しやすく意見を述べやすいように配慮し、適切な相談

対応と意見の傾聴に努めている。 
〇 

2 意見箱の設置、アンケートの実施等、利用者の意見を積極的に把握する取組を行っている。 〇 

3 相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、対応策の検討等について定めたマニュアル等を整備

している。 
〇 

4 職員は、把握した相談や意見について、状況を速やかに説明することを含め迅速な対応を行っている。 〇 

５ 意見等にもとづき、児童館活動の改善に向けた取組を行っている。 〇 

６ 対応マニュアル等の定期的な見直しを行っている。 〇 
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【評価項目】 Ⅲ-１-（４） について 

講評 

利用者からの意見や要望を受け止め、法人全体で改善のための取組を行っています 

① 「子どもの権利を尊重するための私たち児童館職員の心構え」では、こどもの声に耳を傾け支援すること、保護者

の意見や要望を受け止め、問題を改善していくことを表明しています。また、利用者が意見や要望を伝えやすいよ

う、アンケートを実施したり意見箱を設置したりといった取組も行っています。さらに、法人の苦情解決担当の連絡

先を館内に掲示し、おたよりにも掲載することで、来館者への周知を図っています。 

② 利用者の相談は、限りのある児童館のスペースでも意見を述べやすいよう、事務室の一角や利用者が少ない場所

などの環境を選び、傾聴に努めています。また、利用者が気軽に職員に声をかけやすいよう、日常から利用者に寄

り添い、必要に応じて声掛けをするなど、利用者との信頼関係の構築を念頭に置いた対応に務めています。 

③ 法人で苦情解決実施要綱が策定されています。意見や要望を受けた際は、日誌に記入するとともに「意見・要望

等受付簿」に記入し、速やかに職員間で情報を共有して、改善に向けた対策を協議し迅速に対応することになって

います。また、重大な内容の場合は、法人本部に報告し、施設長会で共有して、再発防止や改善策の検討を行うこ

とで、法人運営館全体の利用者サービスの質の向上に繋げる仕組みになっています。 

④ 記録の記入方法を「児童館記録の手引き」として整備し、記録者による内容のばらつきを防いでいます。 

 

【評価項目】 Ⅲ-１-（５） 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 

   Ⅲ-1-（５）-① 安心・安全な児童館活動の提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。 

標準項目 評価 

1 リスクマネジメントに関する責任者の明確化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマネジメントに関する委

員会を設置するなどの体制を整備している。 
〇 

2 事故発生時の対応と安全確保について責任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知している。 〇 

3 利用者の安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に行われている。 〇 

4 収集した事例をもとに、職員の参画のもとで発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・実施する等の

取組が 行われている。 
〇 

５ 職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修を行っている。 〇 

６ 事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性について、定期的に評価・見直しを行っている。 〇 

７ 来館時、帰宅時の安全対策について、保護者への協力を呼びかけ、地域の関係機関・団体等と連携した不

審者情報の共有や見守り活動など地域ぐるみの安全確保策を講じている。 
〇 

 

Ⅲ-1-（５）-② 感染症の予防や発生時における利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を行ってい 

る。 

標準項目 評価 

1 感染症対策について、責任と役割を明確にした管理体制が整備されている。 〇 

2 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を作成し、職員に周知徹底している。 〇 

3 担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防や安全確保に関する勉強会等を開催している。 〇 

4 感染症の予防策が適切に講じられている。 〇 

５ 感染症の発生した場合には対応が適切に行われている。 〇 

６ 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を定期的に見直している。 〇 
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Ⅲ-1-（５）-③ 災害時における利用者の安全確保のための取組を組織的に行っている。 

標準項目 評価 

1 災害時の対応体制が決められている。 〇 

2 立地条件等から災害の影響を把握し、建物・設備類、福祉サービス提供を継続するために必要な対策を講

じている。 
〇 

3 利用者及び職員の安否確認の方法が決められ、すべての職員に周知されている。 〇 

4 食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理者を決めて備蓄を整備している。 〇 

５ 防災計画や事業継続計画（BCP）等を整備し、地元の行政をはじめ、学校、消防署、警察、自治会、福祉関

係団体等と連携するなど、体制をもって訓練を実施している。 
〇 

【評価項目】 Ⅲ-１-（５） について 

講評 

危機管理マニュアルを策定し、これを軸とした危機管理、安全対策が講じられています 

① 法人本部と担当児童館長で構成する「リスクマネジメント委員会」が設置され、事故、災害、感染症等の非常時対

応の方針や連絡体制などを明示した法人統一の「危機管理マニュアル」が策定されています。リスクマネジメント

委員会では、国、自治体の動向や児童館を取り巻く状況に合わせて、随時危機管理について検討し、必要に応じて

マニュアルの見直し、更新を行っています。 

② 各児童館では、マニュアルの読み合わせ、消防署や警察署と連携した避難訓練・消火訓練、不審者対応訓練を定

期的に実施するなど、利用者の安全確保のために、職員対応の確認と質の向上に取組んでいます。 

③ 事故発生時は、ヒヤリハット記録や傷病記録簿を記入し、職員間で対応策を協議して再発防止に努めています。感

染症については、手洗い・うがいの励行などの日常の予防を推進するとともに、行政からの情報提供や指導に迅速

に対応できる体制を整え、利用者への感染拡大防止を図っています。災害については、各児童館の災害リスクを把

握し、地域に応じた避難確保計画や避難訓練の計画を策定し、利用者の安全確保に取組んでいます。 

 

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保 

【評価項目】 Ⅲ-２-（１） 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 

   Ⅲ-２-（1）-① 児童館活動について標準的な実施方法が文書化され活動が提供されている。 

標準項目 評価 

1 標準的な実施方法が適切に文書化されている。 〇 

2 標準的な実施方法には、利用者の尊重、プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明示されている。 〇 

3 標準的な実施方法について、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底するための方策を講じている。 〇 

4 標準的な実施方法にもとづいて実施されているかどうかを確認する仕組みがある。 〇 

 

Ⅲ-２-（1）-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。  

標準項目 評価 

1 児童館活動の標準的な実施方法の検証・見直しに関する時期やその方法が組織で定められている。 〇 

2 児童館活動の標準的な実施方法の検証・見直しが定期的に実施されている。 〇 

3 検証・見直しにあたり、職員や利用者等からの意見や提案が反映されるような仕組みになっている。 〇 
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【評価項目】 Ⅲ-２-（１） について 

講評 

「京都市児童館活動指針」を土台とした実施方法が研修等の取組を通して周知徹底されています 

① 「京都市児童館活動指針」には各館が取り組むべき活動の目的、方法が明示されています。この項目に沿って事

業計画を立案しています。 

② 「京都市児童館活動指針」のなかに利用者の権利擁護や職員の基本姿勢が明記され、さらに「子どもの権利を

尊重するための私たち児童館職員の心構え」ではより具体的な取組方法が明記されています。これらを確認する

ことで職員は方針から逸れることなく活動を提供することが可能です。 

③ 各児童館において、館の運営方針、利用者の状況、ニーズ、課題や設置地域の住民の状況、環境等に応じた館ご

との「標準的な実施方法」の明示を検討することも望まれます。 

 

【評価項目】 Ⅲ-２-（２） 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。 

   Ⅲ-２-（２）-① 児童館活動の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。 

標準項目 評価 

1 日常の利用状況や活動の内容等を、組織が定めた統一した様式によって把握し記録している。 〇 

2 計画等にもとづく児童館活動が実施されていることを記録により確認することができる。 〇 

3 記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、記録要領の作成や職員への指導等の工夫を

している。 
〇 

4 組織における情報の流れが明確にされ、情報の分別や必要な情報が的確に届くような仕組みが整備され

ている。 
〇 

５ 情報共有を目的とした会議の定期的な開催等、部門横断での取組がなされている。 〇 

６ パソコンのネットワークシステムを利用や記録ファイルの回覧等を実施して、事業所内で情報を共有する仕

組みが整備されている。 
〇 

 

Ⅲ-２-（２）-② 利用者に関する記録の管理体制が確立している。 

標準項目 評価 

1 個人情報保護規程等により、利用者の記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を定めている。 〇 

2 個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対応方法が規定されている。 〇 

3 記録管理の責任者が設置されている。 〇 

4 記録の管理について個人情報保護の観点から、職員に対し教育や研修が行われている。 〇 

５ 職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守している。 〇 

６ 個人情報の取扱いについて、利用者に説明している。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-２-（２） について 

講評 

活動記録は所定の書式に記入され、職員で共有し、個人情報はマニュアルに沿って適切に管理していま
す 

① 日常の活動は、法人統一書式の児童館日誌、学童クラブ日誌に記入し、特に配慮を要するこどもへの対応は統合

育成記録に記入します。さらに特記すべき事項がある際は、ヒヤリハット、傷病記録、意見・要望などの内容に応じ

た記録書式が策定されています。 

② 法人本部で「児童館記録の手引き」を作成し、記入漏れを防ぐために記録すべき項目と配慮すべき点について明
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示しています。特に伝達事項や事故やけがの報告、トラブルの記録など全職員が共通認識をもって対応すべき項

目に関する記録の重要性を伝えています。 

③ 毎月館長会を実施し、館長と法人本部で情報共有を行っています。館長会で議論された内容について各館の職

員会議で意見交換を行い、そこで出された意見を再び館長会や各委員会へ反映させています。 

④ 個人情報の取り扱いについては、個人情報保護規程やプライバシー保護マニュアルに基づき、適切に管理・運用し

ています。利用者には、保護者説明会などを通じて内容を説明し、理解を得ています。また、ホームページ上で個人

情報保護方針を公開しています。その中では、活動の発信手段として活用している SNS 運用についても「ＳＮＳ運

用ポリシー」として言及しています。 
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≪児童館の活動内容に関する事項≫ 

1、児童館の施設特性 

【評価項目】 １－（１） 施設の基本特性が児童館の理念と目的に基づいて設定されている。 

標準項目 評価 

1 こどもが自らの意思でひとりでも利用することができている。 〇 

2 こどもが遊ぶことができている。 〇 

3 こどもが安心してくつろぐことができている。 〇 

4 こども同士にとって出会いの場になることができている。 〇 

５ 年齢等の異なるこどもが一緒に過ごし、活動を共にすることができている。 〇 

６ こどもが困ったときや悩んだときに、職員に相談できるようになっている。 〇 

【評価項目】 １－（１）について 

講評 

こども主体の環境整備と職員との信頼関係が構築できる体制が整備されています 

① 小学生以上は、こども自身の意思で自由に来館・利用できる体制を整えています。職員は来館者名簿、

各クラブの登録票などでこどもの利用状況を把握し、個々の利用実態を踏まえて安全管理や支援を行っ

ています。これらにより、こどもの自律的利用と個別尊重の体制が維持され、こどもが安心して主体的に

過ごせる環境を確保し、児童館の基本目標である「共にあそび 共にまなび 共にいきる仲間づくり」の

実現に向けて運営しています。 

② 室内外でさまざまな静・動の遊びができる環境を用意し、発達に応じた多様な遊びとくつろぎの場の整

備を行っています。室内ではおもちゃを取り出しやすいよう配置を工夫したり、図書スペースでは、おすす

めの本を棚の上に特別に配置して、こどもが興味を持って手に取りやすいようにしたりしています。職員室

の奥にはこどもが体調を崩したり、クールダウンしたりするためのソファも配置しています。創造的な遊び

や読書・休息の場を明確に分け、屋外では隣接する小学校の運動場を活用してなわとびやボール遊び

等の身体を使う遊びの機会を確保しています。 

③ 職員は日常的にこどもと関わり、相談しやすい関係づくりに努めています。意見箱「あのね BOX」を設置

し、直接伝えにくい声も拾い上げるよう努めています。一方で中高生世代の新規利用が少ないため、ニー

ズ調査を行ったり、他の児童館を見学したりするなど、具体的な改善策の必要性を理解しています。 

 

【評価項目】 １－（２） 児童館の特性である、拠点性、多機能性、地域性を発揮している。 

標準項目 評価 

1 地域におけるこどもの居場所になっている。 〇 

2 
職員が日常的にこどもと関わり、こどものあらゆる課題に直接対応し、必要に応じて関係機関に橋渡しして

いる。 
〇 

3 
児童館が地域の人々に見守られた安心・安全な環境となっており、そこでこどもが自ら成長していくことが

できている。 
〇 

4 こどもの発達に応じて地域全体へ活動を広げている。 〇 

５ 住民や関係機関等と連携して、地域におけるこどもの健全育成の環境づくりを進めている。 〇 
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【評価項目】 １－（２）について 

講評 

地域拠点性と多機能性を備えた児童館の運営が行われています 

① 小学生以上や乳幼児親子など幅広い世代が気軽に来館できる雰囲気をつくり、地域のこども・保護者・関係機関

が集う情報発信・相談の受け皿として機能しています。児童館活動の情報発信としては、児童館だよりを小学校に

届けたり、地域回覧を行ったりしています。また、ＳＮＳやホームページなどの媒体を活用して、多様な人に情報を届

け、地域の拠点となるよう努めています。 

② 小学校、自治会、地域包括支援センター、民生児童委員、ボランティア等と協働し、児童館フェスタや子育てサロ

ン、 デイサービス訪問、認知症サポーター講座への参加など、地域資源を活用した多様な活動を展開して、こども

が地域の方と交流する機会をつくっています。特に、地域包括支援センターからの呼びかけにより、ケア会議に参

加するなどの繋がりが生まれたことで、地域でこどもと高齢者が関わるきっかけができています。また、保育園、幼

稚園、小学校、中学校、児童館の５者で年３回の情報交換が行われており、多様な年代の地域のこどもが見守ら

れ、支援される環境ができています。このように、関係機関との連携が進んでおり、地域に根ざした運営が実現され

ています。 

③ 遊び・学び・相談・居場所といった複数の機能を同時に提供し、年齢や発達に応じた設備を整えています。職員は

日常的にこどもとコミュニケーションを取り、その内容を職員間で共有して必要な支援につなげています。今後は一

般来館のこどもへの周知を徹底し、地域における拠点性の一層の強化を図る必要があると考えています。 

 

【評価項目】 １－（３） こどもの権利を保障するための取組が徹底されている。 

標準項目 評価 

1 こどもの思想・信教の自由について、最大限に配慮し保障している。 〇 

2 こどもに影響のある事柄に関して、こどもが意見を述べ参加できるような機会を設けている。 〇 

3 こども自身がこどもの権利を知る機会が設けられている。 〇 

4 こどもの権利擁護について、規程・マニュアル等が整備され、職員の理解が図られている。 〇 

５ 権利侵害の防止と早期発見のための具体的な取組を行っている。 〇 

【評価項目】 １－（３）について 

講評 
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こどもの権利を尊重した多様な取り組みが日常的に実践できています 

① 法人が作成しているリーフレットやセルフチェックリスト、定期的な研修・法人の研究部会を通じてこど

もの権利擁護に関する学びを職員間で共有し、日々の実践に反映しています。職員は日常的にこどもと対

話を重ね、気づきを日誌や打ち合わせで共有することで、課題の早期発見と適切な支援につなげる体制が

整えられています。 

② 「あのね BOX」や法人共通の利用者満足度アンケート、日常の対話を通じてこどもの意見を収集し、ス

タッフ会議で具体的に反映するための話し合いをするなどの運用ができています。今後は意見を聞くだけ

で終わらせず、こども会議やワークショップの定着化など、こども自身が主体的に発信・意思決定に関わ

る機会を体系的に設けることが望まれます。 

③ 「こどもの権利条約」を分かりやすく示した資料の掲示や関連図書の整備により、こども自身が権利を学ぶ機会を

提供しています。一方で、意見交換やトラブル対応のための静かに話し合えるスペースやクールダウン場所が手狭

である点、保護者向けの権利学習機会の充実が必要である点など、改善すべき課題があることも認識しています。 

2、遊びによるこどもの育成 

【評価項目】 ２－（１） こどもの発達の特徴や発達過程を理解し、一人ひとりの心身の状態を把握してこどもの育 

成を行っている。 

標準項目 評価 

1 職員が、こどもの発達の一般的な特徴や発達過程について、研修等を通じて学んでいる。 〇 

2 こども一人ひとりの発達特性を把握し、発達の個人差を踏まえて適切な支援を行っている。 〇 

3 
遊び及び生活の場で、その時々の一人ひとりの心身の状態に気を配りながら、こどもと信頼関係を築くよう

努めている。 
〇 

4 こどもへの対応について、個々の事例に関する検討が職員間で行われている。 〇 

【評価項目】 2－（１）について 

講評 

こどもの発達把握に基づく支援と多様なプログラムの提供ができています 

① 職員が日常的にこどもの様子を観察し、日誌や個人記録に気づきを記入することにより、職員間で情報を共有す

る仕組みが整備されています。また、保護者や地域からの情報など、すぐに共有するべき事項や注意を払うべき事

項は、付箋に記入して、日誌に貼付けるなどの工夫もしています。職員は来館時の挨拶や日常の対話を通じてこど

もやこどもの保護者との信頼関係を築き、課題の早期発見と適切な支援につなげることを心がけています。 

② 小学校、はぐくみ室、児童相談所、介助者等と連携し、必要に応じて外部資源や専門家の助言を活用して支援を

実施することができています。また、定期的な打ち合わせや職員会議で事例検討と情報交換を行い、対応の一貫

性と実行性を高めています。 

③ 乳幼児クラブから学童クラブ、行事やクラブ活動まで幅広いプログラムで年齢・発達に応じた関わりを提供できて

います。一方で、支援を要するこどもが多いため介助者を十分に配置できていない点や、目立つこどもに対応が偏

りがちな点が課題であり、自由来館時の対応強化や学校との連携深化が今後の改善点であることを認識してい

ます。 

 

【評価項目】 ２－（2） こどもが自ら遊びを作り出したり遊びを選択できるようにしている。 

標準項目 評価 
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1 こどもが自ら遊びを作り出せるよう、環境を整えている。 〇 

2 こどもが自由に遊びを選択できるようになっている。 〇 

3 空間や図書、玩具、遊具等が、こどもの発想で自由に安全に遊べるように工夫されている。 〇 

4 こどもが自発的・創造的に活動できるよう、対応や働きかけについて職員間で確認しあっている。 〇 

【評価項目】 2－（2）について 

講評 

こどもが自ら遊びを選び創造する環境が整っており、遊びの継続支援が意識されています 

① 館内外の玩具や創作素材をオープン棚に配置し、静と動の空間を明確に分離するなど、こどもが自ら遊び

を選びやすい環境整備ができています。また、収納場所を写真で表示するなど片付けの工夫も行っていま

す。館内の注意喚起の貼り紙は、年齢が低いこどもにも理解できるように、わかりやすい表示でこども自

身に考えを促すような呼びかけ調の表示もあり、こどもが主体的に遊びを展開できるよう、取り組みが進

められています。 

② 職員は日常的にこどもと関わりながら過度に介入せず見守り支援を行い、こどもの発想や要望を尊重する

姿勢を徹底しています。また、異年齢交流やクラブ活動を通じて創造的な遊びを促進し、材料の準備や玩

具・図書の購入に「あのね BOX」に入ったこどもの意見を反映するなど、こどもの声を実際の活動に結

び付ける運用ができています。 

③ ポップキッズでは、こどもたちが意見を出し合い、やりたい遊びを自分たちで決めて実行する取り組みが

定着しています。一方で、中・高生世代の興味・関心に応じた遊びや行事の充実が課題であることを認識

しています。 

 

【評価項目】 ２－（３） こども同士が同年齢や異年齢の集団を形成して、様々な活動に自発的に取組めるように援

助している。 

標準項目 評価 

1 乳幼児から小学生、中・高校生世代までの幅広い年齢のこどもが日常的に気軽に来館している。 〇 

2 幅広い年齢のこどもが一緒に過ごす場があり、日常的に交流したり一緒に遊んだりする様子が見られる。 〇 

3 職員は、こどもが様々な活動に自発的に取組めるように意識して関わっている。 〇 

4 
職員は、一人ひとりのこどもの仲間集団との関わりについて具体的に把握しており、それぞれの集団の成長

と その中での個人の成長の過程を意識して関わっている。 
〇 

５ こどもに対する個別・集団の援助について記録し、職員間で事例検討をしている。 〇 

【評価項目】 2－（３）について 
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こどもたちの異年齢交流と自発的な活動の支援が実践されています 

① 乳幼児から小学生、中・高生世代まで幅広い年齢層が自然に交流できる場が日常的に確保されています。

児童館フェスタなどでは高学年がスタッフとして参加し、リーダーシップ育成の場になっています。中学

生以上は放課後児童クラブ卒業生が中心ですが、長期休暇などに自発的に来館する姿が見られます。 

② 職員は放課後児童クラブ入会時に館内のおもちゃや部屋の使い方を説明し、各クラブの体験参加や行事ス

タッフ募集を通じてこどもの自発的参加を促しています。また日常的に仲間集団の状況や個々の関わりを

把握して孤立やトラブルに丁寧に対応し、その経過を記録・共有して継続的な支援につなげています。 

③ 日々の遊びや行事で主体的な活動が促進できている反面、長期休暇時の放課後児童クラブによる部屋占有

による乳幼児親子や自由来館者の居場所の確保は課題であると感じています。また、中・高生世代向けの

継続的な活動の参加機会や居場所づくりの充実も求められます。 
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３、こどもの居場所の提供 

【評価項目】 ３－（１） こどもが安全に安心して過ごせる居場所になるような環境づくりや援助を行っている。 

標準項目 評価 

1 乳幼児から中・高校生世代までのすべてのこどもが、日常的に気軽に来館できる。 〇 

2 来館するこどもの住所、氏名、年齢、緊急時の連絡先等を、登録するなどの方法で把握に努めている。 〇 

3 乳幼児や障害のあるこどもも安心して利用できる環境が整えられている。 〇 

4 利用者がくつろいだり、待ち合わせしたり、自由に交流したりできる空間があり、使いやすい雰囲気である。 〇 

【評価項目】 ３－（１）について 

講評 

こどもたちが安全・安心に過ごせる居場所づくりができています 

① 館内のゾーニング（静と動の分離）や、図書室の環境整備等により、こどもが落ち着いて過ごせる物理的環境が確

保されています。乳幼児用玩具や書籍の準備、掲示のイラスト化による視覚的配慮も進んでおり、こどもが利用し

やすい雰囲気づくりに努めています。 

② 職員が日常的にこどもの様子を観察し、速やかに情報共有する仕組みが機能しているため、安全確保や早期対

応が可能となり、すべてのこどもが安心して利用できる体制が整っています。また民生児童委員等、地域とのネット

ワークも構築されており、外部の支援資源を適切に活用することで利用者の安心感が醸成されています。 

③ 児童館だよりや HP、ＳＮＳなどの広報で行事やクラブを周知し、乳幼児親子から中・高生世代まで気軽に来館で

きる環境づくりを進めています。来館者名簿については、放課後児童クラブの登録名簿は作成していますが、自由

来館者の利用者票の回収が徹底できていないため、今後の課題であると感じています。 

 

【評価項目】 ３－（2） 中・高生世代の利用に対する援助がある。 

標準項目 評価 

1 中・高校生世代も利用できるようになっている。 〇 

2 中・高校生世代の文化活動やスポーツ活動等に必要なスペースや備品がある。 〇 

3 中・高校生世代が自ら企画する活動がある。 ― 

4 思春期の発達特性について、職員が理解するための取組が行われている。 〇 

【評価項目】 ３－（2）について 

講評 

中・高校生世代向けの受け皿は整備されており、さらなる利用促進が望まれます 

① 中学生と乳幼児の交流プログラムなどを通じて、中・高校生世代と乳幼児・地域住民が触れ合う場の入口が確保

されています。また卓球台やボール等の備品整備や小学校グラウンドの時間利用など、中・高校生世代の文化・ス

ポーツ活動に対応する物理的環境も整っています。 

② 職員は思春期の発達特性理解に努め、京都市児童館学童連盟や市主催研修、法人の研究部会で学びを深める

ことで、相談対応や居場所づくりの受け皿を形成しています。それらにより放課後児童クラブ卒業生が職員に相談

に来るなど、信頼関係に基づく支援が機能しています。 

③ 近隣に高校がないことや、中・高校生世代の要望を定期的に聴取する機会が十分に確保できていないため、新規

利用者の獲得につながっていない点を課題と感じています。中学 2 年生のチャレンジ体験を契機に利用の間口は

徐々に広がっているため、今後は中学校への定期的な児童館だよりの掲示依頼や、目に留まりやすい SNS の活用
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などを通じて中・高生世代への周知を強化し、新規利用者の拡大を図ることが望まれます。 

 

４、こどもの意見の尊重 

【評価項目】 ４－（１） こどもの年齢及び発達の程度に応じてこどもの意見を尊重している。 

標準項目 評価 

1 こどもの年齢や発達の程度に応じてこどもの意見を尊重している。 〇 

2 意見だけでなくこどもの気持ちも汲み取っている。 〇 

3 日常的にこどもの声を拾い、職員間で話し合って、児童館の活動や運営に柔軟に取り入れている。 〇 

4 遊びや行事・イベント等のアイデアが、こどもたちの間から活発に出されている。 〇 

【評価項目】 ４－（１）について 

講評 

こどもの年齢や発達の程度に応じたこどもの意見を尊重する環境が整っています 

① 年齢別に構成した乳幼児プログラムや、静と動の空間を分ける工夫など、こどもの発達段階に応じた時間設定・環

境づくりが丁寧に行われています。また、話しにくいこどもや気持ちが高ぶっているこどもには静かなスペースを確

保するなど、その時々の状態に合わせた柔軟な対応も実践されており、安心して参加できる場が整えられていま

す。 

② 「あのね BOX」や日々の対話などを通して、日常的にこどもの声を拾う仕組みが整っています。職員は気持ちを丁

寧に受け止め、必要に応じて代弁やメモでの表現を促すなど工夫しています。集めた意見は職員間で共有され、

活動や運営に柔軟に反映されています。 

③ 職員は研修や研究部会でこどもの権利を学び、こどもとの日常の対話を重視して信頼関係の構築に努めていま

す。児童館フェスタやポップキッズではこども自身が企画を出し合うなど、意見表明の機会が生まれています。今後

は、こどもの意見を尊重する支援をさらに充実させるため、職員の資質向上を継続的に図ることが期待されます。 

 

【評価項目】 ４－（2） こどもの意見が運営や活動に反映されている。 

標準項目 評価 

1 意見箱や掲示板、アンケートなど、こどもの意見を汲み取る仕組みがあり、活用されている。 〇 

2 
こども会議、こども企画、こども実行委員会など、こどもが児童館の運営や活動に対して意見やアイデアを

述べる機会があり、機能している。 
〇 

3 職員会議や研修の場等で、こどもの意見を反映させる仕組みがある。 〇 

4 運営や活動にこどもの意見を反映した、具体的な事例がある。 〇 

【評価項目】 ４－（2）について 

講評 

こどもの声を児童館の運営に反映する仕組みができています 

① 「あのね BOX」や来館者別アンケート、日常の対話など多様な手法でこどもの声を継続的に収集しており、得られ

た意見は活動企画や運営方針の見直しに活用しています。収集した意見は職員間で共有され、検討とフィードバッ

クを経て具体化される仕組みが機能しており、こどもの声が実際の運営に反映される流れが大切にされています。 

② 児童館フェスタ、だがしやさん、ポップキッズ、クリスマス会などでこども自身がスタッフとなって企画・運営に関わ

り、役割分担や記録もこどもが担うなど主体的参加が促進されています。こうした実践はこどもたちの「やってみた



29 

 

い」という意欲を実現する場となり、達成感の醸成につながっています。 

③ こどもの意見の収集が放課後児童クラブ利用者に偏りがちで自由来館のこどもの声が反映されにくい点や、意見

が分かれた際の合意形成とモチベーション維持の支援力向上が課題であると感じています。今後は多様な来館

者の意見を取り込む仕組みを工夫し、意見の調整や実現に導く職員のスキル向上を継続的に図ることが期待され

ます。 

 

５、配慮を必要とするこどもへの対応 

【評価項目】 ５－（１） 配慮を必要とするこどもへの対応を行っている。 

標準項目 評価 

1 障害の有無に関わらずこども同士がお互いに協力できるような活動内容や環境に配慮している。 〇 

2 
児童館を利用するこどもの間で、いじめ等の関係が生じないように配慮している。万が一発生した場合には

早期対応に努め、適切に対応している。 
〇 

3 保護者に不適切な養育等が疑われる場合には、市区町村や関係機関と連携し対応している。 〇 

4 児童虐待が疑われる場合には、市町村又は児童相談所に速やかに通告し、適切に対応している。 〇 

５ 福祉的な課題があると判断した場合に、地域や学校等の社会資源と連携し支援している。 〇 

６ 
障害のあるこどもの利用に当たっては、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２５年法

律第６５号）に基づき、合理的配慮に努めている。 
〇 

【評価項目】 ５－（１）について 

講評 

配慮を要するこどもの特性に応じた柔軟な支援体制ができています 

① 日常の関わりや面談等を通じてこどもたちの行動特性を把握し、環境調整を行うことで柔軟に対応してい

ます。放課後児童クラブでは、ロッカーのきれいな使い方を写真で示したり、職員の顔写真入りの紹介ポ

スターを掲示したりするなどわかりやすい工夫に努めています。遊びの時のきまりもイラストの挿入やカ

ラフルな色遣いを用いて、柔らかく伝えるように心がけています。さらに、こどもへの事前説明、必要時

の介助者配置などにより、障害の有無にかかわらず参加しやすい配慮が行われています。 

② 小学校やはぐくみ室など関係機関と情報共有・連携し、必要に応じて専門的支援につなげる体制を整えて

います。放課後児童クラブ登録時には保護者と面談を行い、こどもへの具体的な対応や保護者の思いを丁

寧に受け止めています。こどもの安定した生活と成長を支える取り組みが着実に進められています。 

③ 課題を抱えるこどもへの個別対応については職員間で情報共有が行われているものの、配慮を要するこど

もが多く、介助者不足や他者に対して強い言葉や行動をとるこどもへの対応の難しさを感じています。人

員体制の充実に加え、課題を抱えるこどもに根気強く向き合うための職員一人ひとりの支援力・スキルの

継続的な向上に加え、法人を含めた支援体制の確立が期待されます。 

 

【評価項目】 ５－（2） こどもの活動の様子から必要があると判断した場合には、家庭と連絡を取って支援を行って

いる。 

標準項目 評価 

1 こどもへの支援のために、必要に応じて家庭や学校等と連絡を取って支援をしている。 〇 

2 
こどもの発達や家庭環境等の面で特に配慮が必要なこどもには、発達支援に関わる関係機関等と協力し

て援助を行っている。 
〇 
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3 必ず記録をとり職員間で共有を図るとともに、継続的な支援につなげている。 〇 

【評価項目】 ５－（2）について 

講評 

必要に応じた家庭への連絡と関係機関との連携による継続的支援の体制が構築できています 

① 職員はこどもたちの日常の遊びや集団での様子に注意深く目を配り、行動の変化を察知した場合は速やかに電

話や面談で保護者へ連絡しています。連絡時には事実や対応の経過を明確に伝えるとともに、家庭の状況や保護

者の意向を丁寧に聴き取り、保護者との信頼関係の構築に努めています。 

② こどもの活動の様子から必要と判断した場合には家庭と連絡をとり、状況に応じて必要な外部支援や専門機関へ

の橋渡しを速やかに行う体制が整っています。これにより個々の課題に応じた包括的な支援が実現され、関係者

間での連携会議や情報共有の仕組みが継続的に運用されています。 

③ 放課後児童クラブの保護者面談では生活面や対応方法の助言を行い、必要に応じ継続フォローや介助者の活用

をしています。内容は職員間で情報共有し、支援の継続性を確保しています。一方で保護者の関心が薄いケース

や伝え方の難しさを実感する場面もあり、職員の対応力や関係機関との連携強化が求められます。 

④ こどもの状況は日誌や個別記録に記入し、保護者との会話や他機関との相談内容についても個別記録に残して

います。緊急に生じた事案や日誌記入後に発生したことについては、付箋で日誌に貼付したり、口頭で伝達し合っ

たりするなど、即応と適切な対応に努めています。  

 

６、子育て支援の実施 

【評価項目】 ６－（１） 保護者の子育て支援を行っている。 

標準項目 評価 

1 こどもとその保護者が、自由に交流できる場を提供し、交流の促進に配慮している。 〇 

2 こどもの発達上の課題について、気軽に相談できるような子育て支援活動を実施している。 〇 

3 保護者が広く地域の人々との関わりをもてるような支援を実施している。 〇 

4 
児童虐待の予防に向けて、保護者の子育てへの不安や課題に対して継続的に支援し、必要に応じて相談

機関等につないでいる。 
〇 

【評価項目】 ６－（１）について 

講評 

多様な子育て支援と地域連携による包括的な支援体制が整っています 

① 「こがめクラブ」や「いるか・ぺんぎんクラブ」など年齢に応じたプログラムに加え、子育てサロン、リトミック、ランチ

タイムなど保護者が参加しやすい多様な企画を定期的に実施しています。参加時間や申込方法の工夫により参加

のハードルを下げ、育児に関する学びや情報交換の場を提供するとともに、保護者同士や地域との交流機会を確

保しています。また、館内はこどもの作品を飾ったり、子育てに関わる情報を掲示や配架により発信したりして、温か

く利用しやすい環境構成に努めています。 

② 職員は日常的な関わりを通して保護者と信頼関係を築き、個別の悩みやニーズに丁寧に対応しています。必要と

判断した場合は関係機関と速やかに連携し、継続的な支援やサービス利用につなげています。相談内容や対応経

過は記録に残して職員間で共有し、フォローアップや関係機関との情報交換を通じて児童虐待予防や早期支援に

努めています。 

③ 民生児童委員と連携した子育てサロンの実施など、地域資源と連携して支援の幅を広げています。児童館フェスタ
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では地域住民と保護者が交流する場面もあり、児童館が地域の子育て支援拠点として機能しています。一方で、

複雑な課題を抱える保護者への対応の難しさもあり、職員の相談対応力や専門知識のさらなる向上が今後の課

題と考えています。 

 

【評価項目】 ６－（2） 保護者と協力して乳幼児支援を行っている。 

標準項目 評価 

1 乳幼児支援を保護者と協力して実施している。 〇 

2 参加者が主体的に運営できるように支援している。 — 

3 乳幼児と中・高校生世代等との触れ合い体験を実施している。 〇 

【評価項目】 ６－（2）について 

評価 

保護者ニーズに基づく支援体制は整っていますが、保護者の主体性の育成が課題です 

① アンケートや日常的な声かけを通じて保護者のニーズを的確に把握し、保護者と協働して子育て支援プログラム

を実施しています。また必要に応じて関係機関と連携した子育て支援プログラムも実施しており、支援内容の充実

と福祉的課題の早期発見・早期対応につなげています。 

② 「中・高生世代と赤ちゃんの交流事業」はこれまで他館との合同で実施していましたが、今年から単館で継続して

います。 中学生は乳幼児のかわいさや保護者との交流を楽しく感じたと感想を書き、保護者は我が子が中学生と

嬉しそうに遊ぶ姿を好ましく見たことを記すなど、双方にとって良い体験となっています。また、「中学生チャレンジ体

験」でも乳幼児との交流が行われています。今後は、両事業の新規参加者を促す広報や参加しやすい仕組みの検

討が求められます。 

③ 保護者と協力して事業を行う体制は整っている一方で、保護者自身が企画・立案・運営に主体的に関わる仕組み

は未整備であり、課題であると感じています。今後は職員による段階的な参加支援や運営サポートなど、保護者の

主体性を育てる支援に注力することが望まれます。 

 

７、地域の健全育成の環境づくり 

【評価項目】 ７－（１） 地域の健全育成環境づくりに取組んでいる。 

標準項目 評価 

1 児童館を利用するこどもが地域住民と直接交流できる機会を設けている。 〇 

2 児童館を出て、地域の児童遊園や公園、こどもが利用できる他の施設等で事業を実施することがある。 〇 

3 地域のイベントに児童館のこどもを連れて参加することがある。 〇 

4 地域のこどもの育成活動に協力している。 〇 

５ 地域住民や NPO、関係機関等と連携して活動している。 〇 

【評価項目】 ７－（１）について 

講評 

積極的な地域連携で拠点性を強化し、地域の健全育成環境づくりに貢献しています 

① 自治連合会や民生児童委員、学校などと連携し、見守りや行事運営を協働で行うことで、地域全体でこどもの育

ちを支える基盤が整備されています。近隣のデイサービスや地域包括支援センターとも連携し、福祉・教育等が連
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動する多機関連携体制が構築されています。これにより相談の受け皿が確保され、地域の見守りネットワークが強

化されています。 

② 「将棋教室」や「プラレールであそぼう」の講師など、地域住民の「好きなこと」や「得意なこと」を児童館の活動に

結び付けることで、こどもにとって多様な学びや交流の機会を創出しています。さらに、フードロス事業を行う NPO

への協力などを通じて地域資源を有効に活用し、実践的で魅力あるプログラムを提供しています。 

③ 幼児クラブでの公園の散歩や地域行事への参加、自治会主催の祭りや安全啓発活動への協力など、児童館自ら

地域に出向いて活動する姿勢を重視することにより、こどもと地域住民を結び付ける拠点性が強化され、地域との

相互理解や連帯が深まっています。これらの取組は地域全体の見守りや支援の輪を広げ、健全な育成環境づくり

に貢献しています。 

 

８、ボランティア等の育成と活動支援 

【評価項目】 ８－（１） こどもを含めたボランティア等の育成と活動支援を適切に行っている。 

標準項目 評価 

1 こどもの遊びの延長に、お手伝いやボランティア活動を取り入れ、児童館ボランティアとして育成している。 〇 

2 こどもボランティアの活動支援を健全育成活動の一環と捉えて実施している。 〇 

3 乳幼児の保護者の主体的な活動を支援しつつ、ボランティアとして育成している。 ― 

4 地域住民を受け入れ、ボランティアとして育成している。 〇 

【評価項目】 ８－（１）について 

講評 

こどもや地域住民のボランティア育成は進んでいますが、保護者に対する支援の充実が望まれます 

① こどもが掃除や館内の装飾物・掲示物づくりなどの日常的なお手伝いに関わることで、遊びの延長として自然に

ボランティアとして育成されています。さらに中・高生世代が小学生の遊び相手をするなど異年齢交流も行われて

います。ポップキッズではこどもが主体的に企画や記録を担うなど、こどもボランティアの育成を健全育成活動の

一環として位置付けて取り組んでいます。 

② 将棋教室の講師をはじめ、地域住民や学生がボランティアとして活躍しており、こどもの要望や児童館の呼びかけ

から活動が広がっています。かつての利用児童が大学生となり、ボランティアやアルバイトとして関わるなど、継続

的なつながりが生まれている点も特徴的です。こうした地域資源の活用により、児童館を中心としたボランティアの

輪が広がっています。 

③ こどもや地域住民のボランティア育成は進んでいる一方で、乳幼児の保護者については主体的な活動を支援した

り、ボランティアとして育成したりする仕組みが十分に整っていません。今後は保護者が参加しやすい役割づくりや、

活動への関わりを促す仕組みづくりを行うことで、地域や保護者自身の子育て力や児童館活動の質の向上が期

待できます。 
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９、こどもの安全対策・衛生管理 

【評価項目】 ９－（１） こどもの安全対策・衛生管理を行っている。 

標準項目 評価 

1 こどもに施設・遊具の適切な利用方法を伝え、安全に遊べるようにしている。 〇 

2 こどものケガや病気の応急処置の方法について、研修や訓練に参加している。 〇 

3 
事故やケガの発生時には直ちに保護者への報告を行うとともに、事故報告書を作成し、市町村に報告して

いる。 
〇 

4 
飲食を伴う活動を実施するときは、提供する内容について事前に保護者に具体的に周知し、誤飲事故や食

物アレルギーの発生予防に努めている。 
〇 

５ 来館時の手洗いの励行、採光・換気等保健衛生に十分に配慮し、こどもの健康に配慮している。 〇 

【評価項目】 ９－（１）について 

講評 

徹底したこどもの安全対策と衛生管理が実施されています 

① 館内の遊具・備品の点検など、物理的な安全対策が継続的に行われています。事務室に衛生管理に関するマニュ

アルや清掃・消毒時の注意事項などが職員の目に留まりやすい位置に掲示されるなど、手洗い・消毒の励行、清

掃計画、換気や採光の調整、空気清浄機や空間除菌の活用など、衛生管理も日常的に徹底されています。また、

飲食を伴う活動では、こどものアレルギー情報の把握と職員間の共有、事前確認の徹底、席配置の工夫、誤飲防

止の声掛けなど、細やかな配慮が行われています。 

② 消防署の救命講習の受講やテキストの回覧、警察署の安全指導、マニュアル整備、救急箱の点検など、緊急時に

備えた準備が行われています。事故やケガの際には速やかに保護者へ連絡し、事故報告書等の記録を作成する

など、透明性の高い対応がされています。ヒヤリハットの共有や安全点検票による日々の確認も行われ、事故の未

然防止に向けた組織的な取り組みが見られます。 

③ 遊具の使い方や外遊びのルールは掲示物や写真で視覚的に示し、危険行為への指導も行うことで、こどもが安全

に遊べるよう配慮しています。例えば、長い廊下には通路の中央に白線を引き、「左側通行」の文字と矢印を表示

し、行き違いがスムーズにできるようにしたり、けん玉やカッターを使用する切り絵は、予め体験日を設けて、こども

が安全に遊ぶことが身につくよう支援したりするなどの工夫をしています。また、乳幼児の遊具消毒や水分補給の

声掛けなど、日常の細やかな安全配慮も実践されています。今後は、こども自身が主体的に安全について考え、こ

ども目線で対策を検討する機会を設けることも必要であると感じています。 

 

10、学校・地域との連携 

【評価項目】 10－（１） 学校・地域との連携を行っている。 

標準項目 評価 

1 児童館の活動と学校の行事等について情報交換を行っている。 〇 

2 児童館や学校でのこどもの様子等について情報交換を行っている。 〇 

3 災害や事故・事件等が発生した場合には学校と速やかに連絡を取り合える体制を整えている。 〇 

4 
児童館の運営や活動の状況等について地域住民等に積極的に情報提供を行い、信頼関係を築くよう努め

ている。 
〇 

５ 
地域住民等が児童館を活用できるように働きかけるなど、地域の人材・組織等との連携・協力関係を築く

よう努めている。 
〇 
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【評価項目】 10－（１）について 

講評 

学校・地域と連携しながら、こども・家庭への支援体制を強めています 

① 授業・行事の情報共有、相互のおたよりの交換、登下校や生活面での連絡調整、年度初めの新入生に関する情報

交換、随時の電話・面談による情報共有など、学校との連携が日常的に行われています。支援を必要とするこども

については特に密に協議が行われ、学校生活と児童館での支援が途切れない体制の構築に努めています。 

② 地域団体、民生児童委員、地域包括支援センター、自治連合会などと連携し、合同事業や見守り活動、会議・研修

への参加を通じて地域全体でこどもを支える体制が構築されています。児童館だよりの回覧や SNS での情報発

信、地域住民との日常的な交流など、地域に開かれた運営が継続されており、信頼関係の構築にもつながってい

ます。 

③ 小学校とのこまめな情報共有や関係機関への橋渡し、問題発生時の迅速な連携など、こどもの生活移行を支える

仕組みが整っています。災害時には隣接する立地を活かした避難のしやすさも強みです。一方、学校が日常的に児

童館へ足を運び、こどもの様子を直接確認するよう働きかけを強めることが、今後の連携深化につながると考えて

います。 

 

【評価項目】 10－（2） 運営協議会等が設置され機能している。 

標準項目 評価 

1 
児童委員、社会福祉協議会、母親クラブ等の地域組織の代表者の他、学識経験者、学校教職員、こども、

保護者等を構成員とする運営協議会等が設置されている。 
― 

2 
こどもを運営協議会等の構成員にする場合には、会議時間の設定や意見発表の機会等があることを事前

に知らせるなどに配慮し、こどもが参加しやすく発言しやすい環境づくりに努めている。 
— 

3 
運営協議会等は、年間を通して定期的に開催し、臨時的に対応すべき事項が生じた場合は、適宜開催して

いる。 
— 

【評価項目】 １０－（2）について 

講評 

多様な声を反映できる運営協議会の設置と体制の整備が望まれます 

① 民生児童委員、地域組織、学校教職員、保護者、こどもなど、多様な立場の意見を反映できる運営協議会は、児童

館運営の透明性と地域連携を高める重要な仕組みです。現状では設置は予定されていないとのことですが、今後

は運営協議会の設置と多様な構成員による協議体制の整備が望まれます。 

② すでに地域の関係機関との情報共有や連携は進んでいますが、こども自身が構成員となり、当事者の声を運営に

反映できるのは児童館ならではの強みです。こどもの意見を取り入れることは最善の利益の保障や主体性の育成

にもつながるため、児童館として独自の運営協議会を設置することを前向きに検討することが望まれます。 
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※以下の項目は選択項目です。児童館内で放課後児童クラブを行っている場合のみご記入ください。 

１１、放課後児童クラブの実施（選択項目） 

【評価項目】 11－（１） 放課後児童クラブを児童館の持つ機能を生かして運営している。 

標準項目 評価 

1 放課後児童クラブが市区町村の基準条例（最低基準）に基づいて行われている。 〇 

2 放課後児童クラブに在籍するこどもと児童館に来館するこどもとが交流できるよう活動を工夫している。 〇 

3 放課後児童クラブに在籍するこどもと地域のこどもや住民とが直接交流できる機会を設けている。 〇 

【評価項目】 １１－（１）について 

講評 

児童館機能を活かした放課後児童クラブの運営が実践されています 

① 遊び場や図書、相談機能、地域ネットワークなど児童館の多様な資源を活用し、放課後児童クラブは単なる預かり

ではなく、こどもの健全育成を推進し、安心して過ごせる居場所として機能しています。運営にあたっては、「京都市

児童館活動指針」に基づき、児童館の特性を生かした取り組みが行われています。 

② 多様な遊びや交流プログラムに加え、発達や家庭状況に応じた個別対応が組み合わされ、こども一人ひとりに寄

り添った支援が実践されています。また放課後児童クラブ児と自由来館児が一緒に遊べる環境づくりや、児童館

行事への共同参加など、日常的な交流が促進されるよう努めています。 

③ 日ごろから地域のこどもや住民との交流機会はありますが、特に児童館フェスタやデイサービス訪問などの行事を

通じて、多世代交流が実現しています。一方で、長期休業中は放課後児童クラブ児の利用が中心になりやすいた

め、今後は自由来館児の利用促進も含めた対応を検討する必要があると感じています。 
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総 評 

■特に良い点 

ポイント1 地域資源を活用し、継続的な協働を行う地域拠点となっています 

 

児童館だよりの小学校職員への配布や地域回覧、HP や SNS を活用するなど、地域への

情報発信の仕組みが整備されています。自治会、民生児童委員、地域の福祉施設等と継続

的に連携し、児童館フェスタや子育てサロン、認知症サポーター講座への参加など多様な事

業を定期的に実施する体制ができています。加えて、小学校や関係機関との会議や情報交

換を通じて支援の連携ルートが確立され、地域資源を効果的に活用する運営が行われてい

ることから、日常的に地域の一員として機能する拠点となっています。今後も関係機関や住民

との協働を一層強化し、地域のニーズに応じた事業展開を継続することが望まれます。 

ポイント2 学校・関係機関・家庭と連携し、こどもの情報共有と継続支援が機能しています 

 

来館者名簿やクラブ登録票、日誌、個別支援記録などで利用状況やこどもの様子を体系

的に記録し、職員ミーティング等で共有する仕組みが整っています。小学校とは定期的に情

報交換を行い、必要に応じて市のはぐくみ室等と連携して支援方針を調整する体制が構築さ

れています。こうした外部の連携機関の連絡先は、リスト化され事務室に掲示して共有してい

ます。家庭への連絡やフォローアップは記録を残して丁寧に行われ、継続的な見守りができる

運用になっています。加えて、職員は外部研修や内部研修に参加して連携対応等の実務力と

専門性を高める取り組みを継続しています。 

ポイント3 こどもが安心して過ごせる居場所づくりができています 

 

館内は年齢や発達段階に応じた環境構成が丁寧に行われ、こどもたちが落ち着ける空間

づくりに配慮されています。ルール説明などの掲示は最小限にとどめ、必要な案内は文字で

はなく写真やイラストを多用して視覚的に伝える工夫がされています。迎え入れ時の声かけや

動線配慮など、こどもを主体的に受け入れる実務的な工夫も徹底されています。また、日常の

対話を通じて職員がこどもや保護者との信頼関係を築き、意見箱「あのねBOX」やポップキ

ッズ等でこどもの声を収集・反映する仕組みが定着しています。切り絵や折り紙クラブで作成

した作品を壁面飾りに活用するなど、こどもが児童館の一員であることを実感できる配慮も

されています。 
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■改善が望まれる点 

ポイント1 中・高生世代と保護者を将来のサポーターに育てる具体的な取組みが期待されます 

 

中高生世代の利用は現在、放課後児童クラブの卒業生が中心ですが、そこを起点に新規

利用者のすそ野が徐々に広がっています。また、卒業生が大学生となってアルバイトとして戻っ

てくるなど、地域に根差した児童館だからこその循環性が生まれています。こうした強みを活

かし、児童館だより・SNS等での広報を入口に中高生世代のリーダーを育成することが望ま

れます。学校や生徒会と連携して参加を呼びかけるとともに、「体験参加→スタッフ補助→企

画運営」といった段階的な参加ルートを明確にする、参加履歴の可視化や活動証明書を発

行するなどの仕組みを整えることで、こどもたちの継続意欲が高まる可能性があります。加え

て、子育てプログラムに参加する保護者には、絵本の読み聞かせや行事補助など「できるこ

と」から関わってもらい、少しずつ主体的な活動へと結び付ける工夫も望まれます。これらを進

めることで、若い世代や保護者を持続的に児童館のサポーターへと育成していくことが望ま

れます。 

ポイント2 こどもに届く広報と多様な声を反映する仕組みづくりの強化が望まれます 

 

現在、児童館だよりは、小学校職員への配布と地域での回覧のほか、図書館、区役所、学

習プラザ、郵便局などの公共施設に配布していますが、一般来館のこどもや中・高生世代に

情報が届きにくいことが課題として挙げられます。また、「あのねBOX」でこどもの声を集める

仕組み自体は機能しているものの、その回答を掲示する掲示板が別のポスターで占められ半

分程度しか活用されていないなど、情報発信と意見還元の場が十分に生かされていない課

題があります。例えば、児童館だより配布の対象のさらなる拡大や見直し、SNS・HPでの定期

発信、二次元バーコードでの情報取得など、こどもたちが自分で情報を取りやすくする仕組

みの導入が考えられます。さらに、地域の声や当事者の課題を汲み取るための聞き取りやワ

ークショップ、関係機関との協働による意見収集ルートの整備を再検討し、多様な声が児童

館運営に反映される仕組みづくりをさらに進めることが期待されます。 
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